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藤岡換太郎著「海はどうしてできたのか 壮大なス

ケールの地球進化史」講談社ブルーバックス

205 pp, 2013年 2月 20日発行

820円 (税別) ISBN978-4-06-257804-2

平成 24 年 11 月 10 日，本学会主催の「地学教育

フォーラム」の会場で著者とお会いした際，「こんど

は海についての本を書いてんのや．ブルーバックスか

ら出すから」と確信に満ちた笑顔でお声を掛けて頂い

た．それからわずか 3カ月弱，すでにこの本は世に出

ている．そうとう仕事が早い．

著者の藤岡換太郎氏は，まさに百戦錬磨の研究者．

「しんかい 6500」の乗船レコード (51 回) を持ち (三

大洋を潜った最初の人類！)，深海掘削計画 (ODP)

研究航海の主席研究員も務めた現場主義の研究者であ

る．また，幅広い人脈を誇り，多数の共同研究をもの

にされている．本書には，最先端の研究現場にいる研

究者ならではの経験に裏打ちされたエッセンスが凝縮

されている．また，研究史から最新の学説まで網羅さ

れている．

本書の構成であるが，ざっくりと二つに分類するこ

とができるだろう．

一つは地球の歴史．海の歴史を中心に，太陽系の誕

生から，地球の進化と未来の姿まで，がっしりと鷲づ

かみしている．ここでは徹底した月日制 (？) が取ら

れているのが大きな特徴である．すなわち，地球の歴

史 46 億年を「1 年」に換算し，様々なイベントが起

こった地質時代を「○月×日」形式で表現している．

この徹底ぶりがすごい．何億年前，何百年前，と言わ

れても，「だいぶ昔だなあ．でもどれくらい昔なの？」

と思ってしまう地球史に馴染みの薄い読者にとって

は，各イベントの地球史における位置づけを明確にし

やすいだろう．

もう一つは，海洋における物質の出入り．ここで

は，なんと大胆にも，海を鍋 (！) に例え，海洋地

形，プレートテクトニクス，スーパープリュームなど

も踏まえた海洋の動的な姿を表現することに成功して

いる (ちなみに，堆積物は「鍋の具」である)．これ

により，地球ならではと言える，海が海であり続け，

山が山であり続ける奇跡を実感することができる．

さて，海洋を中心にした地球 46 億年の歴史，これ

を一冊の本で表現し，さらにそれを読者に飽きさせず

に完読させるために，どんな工夫がなされているか．

本書では，扱う地球史イベントを最低限に絞ること，

巧みな比喩 (海を鍋，堆積物を鍋の具としたように)

を用いること，いわゆる文系の人間でも親しみが持て

る素材 (聖書や東海道膝栗毛など) を盛り込むことな

どにより，この試みに成功している．もちろん，これ

らのことも，著者のこれまでの経験，幅広く深い教

養，また，適切な編集者からのアドバイスがあっての

ことだろう．

ここで一つお願いを．提灯記事だと思われるのは本

意ではないので，一つ改善点というかお願いを挙げて

おきたい．自分自身で読むときもそうだが，なにより

自分のゼミの学生さんたちと本書を読む際にあるいい

な，と思ったものがある．それは年代換算表である．

先にも書いたように，本書では，かなり本格的に月日

制が取られている．これは他の追随を許さないほどの

徹底ぶりである．前に挙げた大きな利点もある．ただ

一方で，多少でも地球史に縁がある人が読むとやや欲

求不満になるかもしれない．「2 月 9 日っていうのは

いったい何億年前なのよ？」とどうしても気になって

しまう．もちろん，自分で換算表をつくることもで

き，それによる新たな気づきも期待できるが，やはり

本書で扱った月日と地質年代の換算表があると親切だ

と思う．

ここまで，長々と書いてしまいました．このあたり

でまとめを．

本書は，そのタイトルがあらわすとおり「海」の本

ではあるが，もちろん海は海で閉じていない．海を理

解するためには，海以外の大気，固体地球，生物，そ

して場合によっては宇宙までも扱う必要がある．結果

として，本書は海の歴史のみならず，地球の歴史を理

解するために格好の本となった．本書の副題「壮大な

スケールの地球進化史」は，まさにドンピシャ．この

地球進化史を，圧倒的な筆力で読ませる「海はどうし

てできたのか」，ぜひ一読をお勧めしたい． (以上)

(茨城大学教育学部 伊藤 孝)
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